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頚椎MRI矢状断において、頚椎アライメントを①C2-7 Cobb angle、②centroid 
measurement of cervical lordosis(CCL)、③absolute rotation angle(ARA)、④C7 









ていた (mean C2-7 Cobb: -4.28°vs 5.15°, p<0.01; mean CCL: -5.15°vs 7.25°, 
p<0.01; mean ARA: -3.38°vs 9.21°, p<0.01; C7S: 5.97°vs 15.0°, p<0.01)。ICI













































































Q6: 頚椎アライメントを測定するには、立位での単純 X 線撮影が一般的であるが、MRI 撮
影においても同等と考えてよいか？ 
A6: ご指摘のように頚椎アライメントの評価には立位 X 線撮影が一般的だが、今回の研究



























本研究において平山病でも 3 例は頚椎アライメントが正常であった。 
 
Q13: 頚椎アライメント異常があるが症状のない症例はいたか？  
A13: コントロール群に存在した。 
 









Q16: GWAS (Genome-Wide Association Study) など遺伝子研究はされていないか？ 
A16: 現在遺伝因子は判明していない。 
 
Q17: 頚椎カラーではどの程度の制限をつけるのか？  
A17: 一般的な制限の定義はなく、強い屈曲ができない程度に装着を行う。 
 
 以上の審査結果により、本論文は斬新さ、臨床的な重要性と的確な質疑応答により学位
論文に値すると評価された。 
 
 
 
